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令和４年 第６回（１２月） 筑紫野市議会定例会 

【総務市民委員会 委員長報告】 

 

議案第５０号から議案第５４号までの５件について、審査の経過

と結果をご報告いたします。 

まず、『議案第５０号 筑紫野市職員の定年等に関する条例等の

一部を改正する等の条例の制定』の件について、ご報告いたします。 

本件は、地方公務員法の一部改正に伴い、職員の定年等に関して

必要な措置を講じるため、関係条例を整備するものです。 

委員会では、暫定再任用職員と、役職定年後に定年退職まで働く

職員では、処遇等に差があるが、どう考えているか、との質疑  

があり、執行部からは、暫定再任用職員の給与等の見直しが可能な 

範囲で、格差是正の検討をしていきたいと考えている、との答弁が

ありました 

また、私から、例年行っている新規採用職員の募集に影響がある

のか、と質疑を行い、執行部からは、職員の採用については、定年

退職者の意向を確認した上で、採用人数を適宜検討し、毎年行う 

ことを基本としたい、との答弁がありました。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって原案のとおり可決 

すべきものと決しました。 

次に、『議案第５１号 筑紫野市議会議員の議員報酬及び費用弁

償等に関する条例の一部を改正する条例の制定』の件について、 

ご報告いたします。 
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本件は、人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、  

市議会議員の期末手当の支給割合を改めるため、条例を改正する 

ものです。 

委員会では、国家公務員の給与改定に合わせた改定内容となって

いるが、地方性は考慮しないのか、との質疑があり、執行部からは、

地方公務員法において、給与に関しては国家公務員との均衡に  

十分配慮することとなっており、また、地域手当によって地域間の

給与格差も補填されている、との答弁がありました。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって原案のとおり可決 

すべきものと決しました。 

次に、『議案第５２号 筑紫野市特別職の職員の給与等に関する

条例の一部を改正する条例の制定』の件について、ご報告いたし 

ます。 

 本件は、人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準じ、市長、

副市長及び教育長の期末手当の支給割合を改めるため、条例の一部

を改正するものです。 

質疑、討論はなく、採決の結果、全員一致をもって、原案の  

とおり可決すべきものと決しました。 

次に、『議案第５３号 筑紫野市職員の給与に関する条例及び 

筑紫野市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の  

一部を改正する条例の制定』の件について、ご報告いたします。 

本件は、人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定が行われた 

ことを受け、職員の給料表及び勤勉手当の支給割合を改めるため、
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職員の給与に関する条例の一部を改正し、併せて本条例を準用する

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の附則を改正

するものです。 

委員会では、なぜ、会計年度任用職員の給与改定に限り、   

翌年度から適用するのか、との質疑があり、執行部からは、   

減額であっても増額であっても、県や筑紫地区４市と同様に翌年度

から改定適用しているため、との答弁がありました。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって、原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

次に、『議案第５４号 筑紫野市税条例及び筑紫野市税条例の 

一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定』の件について、

ご報告いたします。 

本件は、地方税法等の一部を改正する法律等の施行に伴い、住宅

ローン控除の延長及び上場株式等の配当所得等に係る課税方式の

見直し等を行うため、条例の一部を改正するものです。 

委員会では、株の配当所得等において、所得税と住民税で異なる

課税方式を選択している人数と、課税方式を一致させることによる

税収への影響はどれほどか、との質疑があり、執行部からは、  

約３６０人であり、所得状況などにより、住民税が増額する場合も

減額する場合もあるため、税収にどのような影響があるか定かでは

ない、との答弁がありました。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって、原案のとおり可決

すべきものと決しました。以上、報告を終わります。 
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令和４年 第６回（１２月） 筑紫野市議会定例会 

【総務市民委員会 委員長報告】 

 

議案第５５号から議案第５９号までの５件について、審査の経過

と結果をご報告いたします。 

まず、『議案第５５号 令和４年度筑紫野市一般会計補正予算 

（第７号）』の件について、ご報告いたします。 

本件の歳出予算の主な内容は、介護給付等事業として     

５，７９２万６千円、エネルギー価格高騰などに対応するため、 

公共施設の電気料やガス代を合計１億２，４０９万９千円、   

事業費精算に伴う国や県に対する返還金を合計１億７，０５６万 

３千円増額するものであり、歳入歳出それぞれ４億６，２１８万 

７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を３７１億２，６９２万  

６千円とするものです。 

委員会では、母子家庭等自立支援事業について、高等職業訓練 

促進給付金の増額理由は、との質疑があり、執行部からは、対象者

が１１名から１３名に増えたためである、との答弁がありました。 

また、私から、機構集積協力金交付事業について、対象地域は 

どこか、との質疑を行い、執行部からは、山家地区を予定している、

との答弁がありました。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって、原案のとおり可決

すべきものと決しました。 
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次に、『議案第５６号 令和４年度筑紫野市一般会計補正予算 

（第８号）』の件について、ご報告いたします。 

本件は、人事院勧告に伴い、歳出予算として、給料・職員手当 

など２，８５３万７千円を増額し、歳入予算として、前年度繰越金

を同額、増額するものであり、歳入歳出それぞれ２，８５３万  

７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を３７１億５，５４６万  

３千円とするものです。 

質疑、討論はなく、採決の結果、全員一致をもって、原案の  

とおり可決すべきものと決しました。 

次に、『議案第５７号 令和４年度筑紫野市国民健康保険事業 

特別会計補正予算（第２号）』の件について、ご報告いたします。 

本件の歳出予算の内容は、一般被保険者療養給付費として    

７，３２４万円、職員給与費として３４３万１千円を増額し、歳入

予算として普通交付金７，３２４万円の増額などをするものであり、

歳入歳出それぞれ７，６８８万５千円を追加し、歳入歳出予算の 

総額を１０１億２，１３３万１千円とするものです。 

委員会では、一般被保険者療養給付費の算出根拠は、との質疑が

あり、執行部からは、令和元年度を基に当初予算を算出していたが、

予測できない動きが生じていることから、今年度の６か月間で、 

最も医療費の高かった月を基に今後の６か月を計算し、補正額を 

計上している、との答弁がありました。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって、原案のとおり可決

すべきものと決しました。 
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次に、『議案第５８号 令和４年度筑紫野市国民健康保険事業特

別会計補正予算（第３号）』の件について、ご報告いたします。 

本件は、人事院勧告に伴い、歳出予算として、給料・職員手当 

など６４万５千円を増額し、歳入予算として、一般会計繰入金を 

同額、増額するものであり、歳入歳出それぞれ６４万５千円を追加

し、歳入歳出予算の総額を１０１億２，１９７万６千円とするもの

です。 

質疑、討論はなく、採決の結果、全員一致をもって、原案の  

とおり可決すべきものと決しました。 

次に、『議案第５９号 令和４年度筑紫野市住宅新築資金等貸付

事業特別会計補正予算（第１号）』の件について、ご報告いたし 

ます。 

本件の歳出予算の内容は、令和３年度決算において繰越金が確定

したことにより、住宅新築資金等公債償還積立金を１，８８２万 

２千円増額し、歳入予算として、基金繰入金の１千円の減額及び 

前年度繰越金１，８８２万３千円を増額するものであり、歳入歳出

それぞれ１，８８２万２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を  

２，０５７万８千円とするものです。 

質疑、討論はなく、採決の結果、全員一致をもって、原案の  

とおり可決すべきものと決しました。 

以上、報告を終わります。 
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令和４年 第６回（１２月） 筑紫野市議会定例会 

【総務市民委員会 委員長報告】 

 

『議案第６３号 令和４年度筑紫野市後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第２号）』の件について、審査の経過と結果を  

ご報告いたします。 

本件の、歳出予算の内容は、一般管理事務費を７５万円増額し、

歳入予算として、令和３年度療養給付費等保険者負担金などが確定

したため、後期高齢者医療決算剰余金返還金を５０３万５千円増額、

及び、事務費繰入金を４２８万５千円減額するものであり、    

歳入歳出それぞれ７５万円追加し、歳入歳出予算の総額を２６億 

２，８７８万２千円とするものです。 

質疑、討論はなく、採決の結果、全員一致をもって原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

以上、報告を終わります。 
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令和４年 第６回（１２月） 筑紫野市議会定例会 

【総務市民委員会 委員長報告】 

 

『議案第７１号 令和４年度筑紫野市一般会計補正予算

（第９号）』の件について、審査の経過と結果をご報告いたします。 

本件の歳出予算の内容は、安心して出産や子育てができるよう、

相談支援の充実と経済的支援を実施するため、出産・子育て伴走型

応援事業を 1 億３，２１６万３千円増額し、歳入予算として、  

国庫補助金８，９０２万５千円の増額などをするものであり、歳入

歳出それぞれ１億３，２１６万３千円を追加し、歳入歳出予算の 

総額を３７２億８，７６２万６千円とするものです。 

委員会では、相談支援の充実とは、具体的にどのようなことか、

との質疑があり、執行部からは、妊娠中にアンケートの送付や面談

を実施することにより、切れ目なく伴走する形で支援することを 

考えている、との答弁がありました。 

また、一委員から、出産・子育て応援交付金の対象者数は、との

質疑があり、執行部からは、出産応援金については約１，６００人、

子育て応援金については、約９６０人を見込んでいる、との答弁が

ありました。 

討論はなく、採決の結果、全員一致をもって原案のとおり可決 

すべきものと決しました。 

以上、報告を終わります。 


